正当な理由「２⑸ア」として認められない事例
　特定の事業所にサービスが集中することについて、「２「正当な理由」の取扱い⑸ア」に当てはまる場合には、利用者からサービスの質が高いことを理由に当該事業所のサービスを利用したい旨の理由書の提出を受けることが必要になります。
「サービスの質が高い」とは、その利用者のサービス利用について、複数の事業所のサービスを比較し、該当事業所が他の事業所よりも優れたサービスを提供できることを指すと考えます。松本市の特定事業所集中減算に係る検討会では、該当事業所のサービスがどのような点で他の事業所のサービスよりも優れていると判断されてケアプランに位置づけられたかを確認します。
なお、松本市の被保険者について以下の理由は、個々の利用者の状況に関わりなく、サービスの質が高い理由として認められないものと考えます。
	サービスの質が高いとする理由
	認められない理由

	（通所系サービス）
自宅から一番近いから。
※他にも事業所の送迎で通える事業所がある場合
	送迎時間の長短は事業所が提供するサービス内容の本質ではないため、サービスの質が高いと認められない。

	（全サービス共通）
該当事業所について周りの人の評判がよいため。
	サービスの質の高さを客観的に確認できないため、サービスの質が高いと認められない。

	（全サービス共通）
該当事業所の職員や他の利用者と顔なじみであり、安心して利用できるから。
	事業所が提供するサービスの内容には関わりがないため、サービスの質が高いと認められない。

	（全サービス共通）
事業所の雰囲気が良く、安心して利用できるから。
	サービスの質の高さを客観的に確認できないため、サービスの質が高いと認められない。


